
【目的】単一 N2呼出曲線（SBC-N2）の第Ⅲ相の傾き

（⊿N2）は換気不均等分布の評価に有用である。我々は

SBC-N2に一次微分波形分析（FDWA）を行うことで、
N2濃度の違いではなく心原性振動（COS）の振幅の違いか
ら第Ⅰ～Ⅳ相の区分を可能にした。FDWAをカプノメータ
に応用し、単一 CO2呼出曲線（SBC-CO2）から FDWA-
CO2に変換したところ第Ⅲ相に相当する部分に COSのない
区間（Ⅲa）と出現する区間（Ⅲb）に区分された。今回、
カプノメータによる FDWA-CO2のⅢa相、Ⅲb相と SBC-
N2の⊿N2と比較し検討した。

【方法】健常成人 22名（男性 11例、女性 11例、21～
61歳、平均年齢 35.7±14.8歳）を対象とした。総合呼吸機
能自動解析システム・フダック-7（フクダ電子社製）によ
る純酸素を吸入させた SBC-N2とエアロモニタ

AE310SRC（ミナト医科学社製）による室内気を吸入させ
記録し SBC-CO2を記録した。SBC-CO2より CO2濃度を肺

気量で微分した FDWA-CO2の第Ⅲ相の前半部である

COSのない区間をⅢa、COSが出現している区間をⅢbとし、

各傾き（⊿CO2/L）と SBC-N2による⊿N2/Lを比較した。
【結果】SBC-N2での平均⊿N2は 1.41±0.48％/L、SBC-
CO2でのⅢaの平均⊿CO2値は 0.45±0.17%/L、Ⅲbの
⊿CO2値は 0.80±0.27%/Lであった。⊿N2と⊿CO2（Ⅲa）は
r=0.622（p＜0.01）と相関がみられたが、⊿CO2（Ⅲb）と
は r=0.403（p＝0.10）と有意な相関はなかった。
【考察】COSの出現のないⅢa相の⊿CO2は⊿N2に対し有

意な相関があり、換気不均等分布の評価が可能であると考

えられた。この方法が確立されれば酸素ガスが不要で、ポ

ータブル機器としての開発が期待できる。
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